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➨㻝ᅇ 2009ᖺ 㻝㻜᭶ 㻝㻜᪥ 㻔ᅵ䠅 䞉༞ᴗ⏕ཬ䜃ᩍဨ䛸䛾஺ὶ䞉௒ᚋ䛾఍㐠Ⴀ䛻㛵䛩䜛᳨ウ 㻝㻢ྡ
➨㻞ᅇ 㻞㻜㻝㻜ᖺ 2᭶ 㻢᪥ 㻔ᅵ䠅 䠄䜾䝹䞊䝥䝽䞊䜽䠅䚷䛂ゎỴ䛧䛯䛔௙஦䛾ᝎ䜏䛃䞉ḟᅇ◊ಟ䝔䞊䝬䛾᳨ウ䠈஺ὶ 㻝㻞ྡ
➨㻟ᅇ 㻞㻜㻝㻜ᖺ 4᭶ 㻝㻣᪥ 㻔ᅵ䠅 䠄ㅮ⩏䠅䚷ྜྷᮧ῟Ꮚㅮᖌ䚷䛂㧗㱋⪅䛸㡢䛃䞉ḟᅇ◊ಟ䝔䞊䝬䛾᳨ウ䠈஺ὶ 㻤ྡ
➨㻠ᅇ 㻞㻜㻝㻜ᖺ 㻢᭶ 㻝㻞᪥ 㻔ᅵ䠅 䠄ㅮ⩏䞉₇⩦䠅䚷ᯇᮏⓒྜ⨾ㅮᖌ䚷䛂䜿䜰䛾ᅾ䜚᪉䛻䛴䛔䛶䛃䞉ḟᅇ◊ಟ䝔䞊䝬䛾᳨ウ䠈஺ὶ 㻝㻜ྡ
ྡ㻢ウ᳨䛾䛶䛔䛴䛻ືά䛾ᚋ௒䞉䠅ᅵ(᪥㻝㻝᭶9ᖺ0㻝02ᅇ5➨
➨㻢ᅇ 㻞㻜㻝㻜ᖺ 㻝㻝᭶ 㻝㻟᪥ 㻔ᅵ䠅 䠄ㅮ⩏䠅䚷ఀ⸨༤ᗣᩍᤵ䚷䛂௓ㆤಖ㝤䛸㞀ᐖ⪅⮬❧ᨭ᥼ἲ䛃䞉ḟᅇ◊ಟ䝔䞊䝬䛾᳨ウ䠈஺ὶ 㻤ྡ
















➨㻝㻜ᅇ 㻞㻜㻝㻝ᖺ 㻝㻝᭶ 㻝㻥᪥ 䠄ᅵ䠅 䠄ㅮ⩏䠅䚷஭㛵ᬛ⨾ᩍᤵ䚷䛂䝍䞊䝭䝘䝹䜿䜰䛃䞉ḟᅇ◊ಟ䝔䞊䝬䛾᳨ウ䠈஺ὶ 㻝㻞ྡ
➨㻝㻝ᅇ 㻞㻜㻝㻞ᖺ 5᭶ 㻝㻥᪥ 䠄ᅵ䠅 䞉Ꮫ⏕⮬୺௻⏬ㅮ₇఍䜈䛾ཧຍ䞉ḟᅇ◊ಟ䝔䞊䝬䛾᳨ウ䠈஺ὶ 㻝㻜ྡ
➨㻝㻞ᅇ 㻞㻜㻝㻞ᖺ 㻣᭶ 㻞㻝᪥ 䠄ᅵ䠅 䠄ㅮ⩏䠅䚷ᯇỌ⨾㍤ᜨຓᩍ䚷䛂䜰䜽䝔䜱䝡䝔䜱䜿䜰䛾ᇶ♏䛛䜙ᛂ⏝䜎䛷䛃䞉ḟᅇ◊ಟ䝔䞊䝬䛾᳨ウ䠈஺ὶ 㻝㻡ྡ
㛤ദ᪥⛬
表１　「地域福祉学科卒業生の集い」実績報告
「地域福祉学科卒業生の集い」の現状と課題
４．卒業生同士の交流
毎回，会員同士の交流を図る時間を設けている。同期
生や先輩・後輩などさまざまな者同士で，悩み相談を行
ったり，今後の課題等について自由に話し合える交流の
場を提供した。また，第 2 回では「解決したい仕事の悩
み」をテーマに，卒業年次の異なる卒業生同士も自由にデ
ィスカッションを行っていた。
Ⅲ．参加した卒業生が地域福祉学科卒業生の集いに期待
すること
この会に複数回参加している卒業生 2 名に対して，参
加した所感や今後の課題について訊いた。以下，抜粋し
て紹介する。
１． 卒業生 A
卒業生の集いに参加して，今まで交流のなかった先輩
や後輩と一緒に介護について考えることができた。職場
を超えての交流は，普段と異なる視点を持つことができ，
よかった。しかし，勤務の都合でいつも参加できるわけ
ではない。参加してみた際も，意外と参加者が少ないこ
とに驚いた。できれば，同期の卒業生との交流もしたい
ので，参加を呼びかけてほしい。
２． 卒業生 B
先輩や後輩と気兼ねなく話せる雰囲気があるので参加
しやすい。先生も参加してくださるようになってからは，
仕事の悩みを聞いて下さるので嬉しいし，新見短大と繋
がっている感じが好きである。また，短大でお世話にな
った先生の講義をもう一度受けることができることは意
義があるし，学生に戻ったような新鮮な気持ちで良い。
学生時代には知識を詰め込むことで必死だったが，今は
経験と重ねて考えることができるので，より深く学びが
できていると思う。もう少し集いの回数を増やして，他
の卒業生もどの日程かで参加できるようになれば良いと
思う。
Ⅳ．まとめ
2009 年より，年に数回のペースで開催している地域福
祉学科卒業生の集いは，地域福祉学科卒業生の学びの場，
情報交換の場，交流の場となっている。しかし，実際に
は卒業生が指摘するように勤務の都合等により，参加人
数が少ないことが課題となっている。これは，勤務の都
合だけでなく，全国各地で活躍する卒業生を多く集める
ために必要な情報連絡網や経済的基盤の整備等が十分で
ないことも影響していると考えられる。今後は，より多
くの卒業生に学びの場，情報交換の場，交流の場を提供
できるように，これらの課題解決に取り組みたい。
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